
JP 2015-209651 A 2015.11.24

10

(57)【要約】
【課題】アリーナの芝の全域を対象とした通風環境が得
られるようにする。
【解決手段】アリーナ１と、アリーナ１の周部に配置し
たスタンドとを備えた競技場であって、平面視において
、スタンドの外方とアリーナ１とを通風可能な状態に連
通させる複数の連通路７を、スタンドの下方空間を貫通
する状態で、アリーナ１の各辺部に対応させて設けてあ
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アリーナと、
　前記アリーナの周部に配置したスタンドとを備えた競技場であって、
　平面視において、前記スタンドの外方と前記アリーナとを通風可能な状態に連通させる
複数の連通路を、前記スタンドの下方空間を貫通する状態で、前記アリーナの各辺部に対
応させて設けてある競技場。
【請求項２】
　前記スタンドの下方空間には、前記アリーナの辺部に沿って複数の居室が連設された居
室ゾーンが形成してあり、
　前記居室ゾーンには、隣り合う前記居室の間に前記連通路が配置してある請求項１に記
載の競技場。
【請求項３】
　前記居室ゾーンは、複数の居室を上下に配置してある請求項２に記載の競技場。
【請求項４】
　前記連通路は、前記アリーナと同じレベルで接続してある請求項１～３の何れか一項に
記載の競技場。
【請求項５】
　前記アリーナと、前記スタンドの外方の地表面と、前記連通路とは、同じレベルに形成
してある請求項１～４の何れか一項に記載の競技場。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アリーナと、前記アリーナの周部に配置したスタンドとを備えた競技場に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の競技場としては、天然芝が植設されたアリーナが多く、その平面形状は
、例えば、略矩形形状に形成してあるものがあった（例えば、特許文献１参照）。また、
アリーナの周りに設けられたスタンドは、アリーナの長辺に対応した長辺部スタンドと、
短辺に対応した短辺部スタンドとを備えてあり、アリーナの四隅に対応する箇所には、長
辺部スタンドと短辺部スタンドとの切れ目となる空間が形成され、この空間は、例えば、
アリーナへの出入り等に使用可能な通路として利用されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１７７３４２号公報（図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　アリーナに植え付けられている天然芝の生育を維持するためには、水やりや施肥等のメ
ンテナンスはもとより、天然芝の光合成を阻害しない生育環境を確保することも重要とな
る。従って、充分な日照と、適度な通風とは必須条件となる。
　特に、通風に関しては、芝に対する二酸化炭素の供給作用に加えて、芝の表面に付着し
て二酸化炭素の供給の障害となる水膜や水滴等を除去する作用もあり、芝面の全域にわた
って通風されることが好ましい。
【０００５】
　上述した従来の競技場によれば、芝に対する日照に関しては、アリーナの上方が解放さ
れていたり、透光性の屋根材で構成されていれば、太陽光は遮られることなく芝面に照射
され、好ましい受光環境が整い易い。
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　しかし、芝に対する通風に関しては、アリーナの四隅に形成された通路によれば、風向
きによっては風が通路に入らないし、仮に風向きが良好であっても、競技場の角部に当た
る風は通路以外に逃げ易いから、風が通路を通してアリーナへ到達し難く、強風時を除け
ば、アリーナの芝面上において空気が澱み易い。
　その結果、アリーナの芝の全域への充分な通風環境が得られない問題点がある。
【０００６】
　従って、本発明の目的は、上記問題点を解消し、アリーナの芝の全域を対象とした通風
環境が得られる競技場を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の特徴は、アリーナと、前記アリーナの周部に配置したスタンドとを備えた競技
場であって、平面視において、前記スタンドの外方と前記アリーナとを通風可能な状態に
連通させる複数の連通路を、前記スタンドの下方空間を貫通する状態で、前記アリーナの
各辺部に対応させて設けてあるところにある。
【０００８】
　本発明によれば、平面視において、アリーナの各辺部に対応させて複数の連通路を設け
てあるから、アリーナに対する連通路の分布を、アリーナの全周にわたるようにすること
が可能となり、競技場の外側に吹く風を、アリーナの各辺部に対応した広い範囲からアリ
ーナに受け入れることができるようになる。従って、風が連通路に入り易くなり、且つ、
風向が何れの方向であっても、その風向に対応する連通路を通して、スタンドの外方とア
リーナとの通風が可能となる。また、風向が変化すれば、その風向に対応する別の連通路
を通してアリーナへの通風が可能となる。
　また、各連通路は、スタンドの下方空間を貫通する状態に設けられているから、連通路
のアリーナ側の開口は、アリーナの上面に近接した高さに位置し、アリーナ上への通風を
効率よく実施することができる。
　以上の結果、従来のように、アリーナの四隅付近に通風が偏るのではなく、アリーナの
全域にわたる充分な通風が可能となる通風環境が得られる。
　よって、アリーナの天然芝に対する好ましい生育環境を提供することができる。
【０００９】
　本発明においては、前記スタンドの下方空間には、前記アリーナの辺部に沿って複数の
居室が連設された居室ゾーンが形成してあり、前記居室ゾーンには、隣り合う前記居室の
間に前記連通路が配置してあると好適である。
【００１０】
　一般的に、スタンドの下方空間に居室ゾーンが形成されている場合、各居室どうしは隙
間なく連設してあるから、その部分に前記連通路を形成するのは困難である。
　しかし、本構成によれば、居室ゾーンで隣り合って設けられている居室の間に、前記連
通路を配置してあるから、居室ゾーンとしての機能を維持しながら、前記連通路を設ける
ことができる。
　その結果、アリーナの辺部に多くの連通路を設けることが可能となり、アリーナを対象
としたキメの細かな通風環境を構築することができる。また、連通路そのものを、居室ゾ
ーン内におけるゾーニング手段としても利用することができる。
【００１１】
　本発明においては、前記居室ゾーンは、複数の居室を上下に配置してあると好適である
。
【００１２】
　居室ゾーンにおける隣室間に前記連通路を配置するに伴って、居室ゾーンにおける居室
の占める面積が減少することが懸念されるが、本構成によれば、複数の居室を上下に配置
することで、居室ゾーンにおける居室の延平面積を減少させることなく連通路を確保する
ことが可能となる。
　その結果、空間の有効利用によって、居室ゾーンとしての機能の低下を招かずに、複数
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の連通路を確保することが可能となる。
【００１３】
　本発明においては、前記連通路は、前記アリーナと同じレベルで接続してあると好適で
ある。
【００１４】
　本構成によれば、連通路のアリーナ側の開口がアリーナと同じレベルに位置することで
、連通路とアリーナとに至る通風流路に大きな段差がつき難くなり、当該連通路を通した
通風における空気の流下損失を小さくでき、アリーナ上への通風の効率を、更に向上させ
ることができる。
　よって、周辺の風速が低い場合でも、アリーナの天然芝に対する通風を好ましい状態で
実施できるようになる。
【００１５】
　本発明においては、前記アリーナと、前記スタンドの外方の地表面と、前記連通路とは
、同じレベルに形成してあると好適である。
【００１６】
　本構成によれば、連通路を介してスタンドの外方とアリーナとを連通させる一連の流路
の線形が、同一レベルの極めて単純な形状に構成することができ、通風空気の流下損失を
更に小さくできる。従って、周辺の風が微風であっても、効率よくアリーナの通風に反映
させることが可能となる。
　また、競技場の建設において、アリーナ部分を深く掘り下げる必要がなくなり、地盤掘
削工数の減少によって工期短縮やコストダウンを図ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】サッカー場の平面図である。
【図２】図１中のII－II矢視図である。
【図３】図１中のIII－III矢視図である。
【図４】サッカー場の１階のゾーニング図である。
【図５】サッカー場の２階のゾーニング図である。
【図６】サッカー場の３階のゾーニング図である。
【図７】別実施形態の連通路を示す断面模式図である。
【図８】別実施形態の連通路を示す断面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１９】
　図１～３は、本発明の競技場の一実施形態であるサッカー場Ｋを示すもので、サッカー
競技が実施される中央部のアリーナ１と、アリーナ１の周部に配置したスタンド構造部２
と、アリーナ１の上を開放し、且つ、スタンド構造部２の上を覆う屋根部３とを備えて構
成されている。
　尚、当該実施形態で説明するサッカー場Ｋは、主たる構造に鉄骨構造を採用してあり、
その平面形状は、南北方向に細長い略矩形形状である。図１においては、紙面右側が北の
方位を示している。
【００２０】
　アリーナ１は、北側の辺部１ａと南側の辺部１ｃとが短辺で、東側の辺部１ｂと西側の
辺部１ｄとが長辺となる矩形平面形状に形成してあり、略全域にわたって天然芝が植え付
けてある。
　また、アリーナ１は、サッカー場Ｋの周囲（観客席２Ａの外方）Ｒに略水平状態に広が
る地表面Ｇと略同レベルに形成してある（図２、図３参照）。
【００２１】
　屋根部３は、図２、図３に示すように、屋根板３Ａと、屋根板３Ａを支持する屋根大梁
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３Ｂとを設けて構成してあり、前述のとおり、アリーナ１の上方を除いて、スタンド構造
部２の上方全域を覆う状態に設置されている。
　即ち、屋根板３Ａの前端ラインは、直下の観客席２Ａ（後述）の前端ラインに平面視で
略重なるように設定してあり、雨粒が、観客席２Ａに垂下するのを防止している。
　また、屋根大梁３Ｂは、スタンド構造部２の柱によって支持されている。
　尚、図には示さないが、現実的には、屋根大梁３Ｂに架設された小梁や桁等を介して屋
根板３Ａは支持されている。
【００２２】
　スタンド構造部２は、図１に示すように、平面的にも構造的にもアリーナ１の全周にわ
たって連続するように設けてあり、平面視での外形は、四隅が面取りされた略矩形形状に
構成されている。
　また、スタンド構造部２は、アリーナ１に面する前端側より後端側ほど高くなる「すり
鉢」状に形成された観客席（スタンドに相当）２Ａと、その観客席２Ａの下方空間に形成
されて観客席２Ａを下方から支持する複数階層の支持構造部２Ｂとを備えて構成してある
（図２、図３参照）。
　当該実施形態のサッカー場Ｋにおいては、スタンド構造部２の全周の内、西側に配置さ
れているスタンド構造部２がメインスタンド構造部Ｓ１として構成され（図２参照）、北
側、東側、南側にそれぞれ配置されているスタンド構造部２は、一般スタンド構造部Ｓ２
として構成されている（図３参照）。
【００２３】
　観客席２Ａは、図２、図３に示すように、前端列より後方側に位置する列が徐々に床面
が高くなるように多数の段差をつけて形成してあり、それぞれの列の床面上に、多数のベ
ンチｂが設置されている。また、観客席２Ａには、前記支持構造部２Ｂの各階層に連通自
在な出入口４が適宜箇所に開放状態に設けられている。
【００２４】
　支持構造部２Ｂは、柱、梁、壁、床等を備えた複数階層の構造体として形成してあり、
観客席２Ａのみならず、屋根部３をも支持する構造として構成されている。
　支持構造部２Ｂには、例えば、駐車場５や、クラブハウス、更衣室、事務室、会議室、
倉庫、レストラン、売店、便所等の居室６や、サッカー場Ｋの周囲Ｒとアリーナ１とを通
風可能な状態に連通させる連通路７や、図には示さないが、階段室や、エレベータ等が設
けてある。
【００２５】
　メインスタンド構造部Ｓ１は、図１に示すように、支持構造部２Ｂが、アリーナ１の西
側の辺部１ｄに沿って複数の居室６が連設された居室ゾーンとして構成されており、当該
サッカー場Ｋの主だった設備が設置されている。
　メインスタンド構造部Ｓ１に形成されている連通路７Ａは、隣り合う居室６の間に配置
され、サッカー場Ｋの周囲Ｒとアリーナ１とにわたって居室ゾーンを貫通する状態に設け
られている。
【００２６】
　平面的には、連通路７Ａは、アリーナ１の西側の辺部１ｄ方向に間隔をあけた複数個所
に設けられている。また、連通路７Ａの床は、１階部分の床として構成してあり、サッカ
ー場Ｋの周囲Ｒの地表面Ｇ、及び、アリーナ１と、略同じレベルとなるように形成されて
いる（図２参照）。
　よって、連通路７Ａを通したアリーナ１への通風において、空気抵抗をより少なくでき
、効率良く通風を図ることができる。尚、この連通路７Ａは、アリーナ１に対する通風を
叶える手段以外にも使用され、例えば、一般の通路としても利用できるように構成されて
いる。図２中の記号Ｗは、連通路７Ａの側壁を示しており、連通路７Ａのアリーナ１側の
端部は、上方が解放された構造に形成してある。この解放部分においては、側壁Ｗの上縁
部は、観客席２Ａ側の手摺壁に相当するもので、例えば、上縁部に手摺を設けてあっても
よい。
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【００２７】
　また、メインスタンド構造部Ｓ１においては、複数の連通路７Ａの設置スペースを確保
するに伴って、面積確保が困難となる複数の居室６が生じるが、それらの居室６どうしを
、上下に重なる状態に配置することで、観客席２Ａのスラブ下の斜めの空間をも有効に利
用できるようにし、所定通りの延床面積と居室数を確保している（図２参照）。
【００２８】
　一般スタンド構造部Ｓ２は、図１に示すように、支持構造部２Ｂが、主として駐車場５
を設けた駐車ゾーンとして構成されている。
　一般スタンド構造部Ｓ２に形成されている連通路７Ｂは、図３に示すように、観客席２
Ａの最前列のスラブと、その下方に位置するアリーナ１とにわたって設けられた垂れ壁８
部分に、通風可能な状態に形成した開口部９を備えて構成してある。
　従って、サッカー場Ｋの周囲Ｒとアリーナ１とは、駐車場５と開口部９を通して通風可
能な状態に連通されている。
　この開口部９は、アリーナ１の北側の辺部１ａ、東側の辺部１ｂ、南側の辺部１ｃそれ
ぞれの長手方向に間隔をあけた複数個所に形成してある（図１参照）。
【００２９】
　また、スタンド構造部２の内、アリーナ１の四隅に対応した箇所には、アリーナ１の対
角線に概ね沿った方向で貫通する連通路７Ｃが形成してあり、この連通路７Ｃを通しても
、前記連通路７Ａ，７Ｂと同様にアリーナ１の通気を図ることができる。
【００３０】
　尚、各連通路７には、図には示さないが、連通路７を開閉操作自在な開閉手段（例えば
、扉やシャッター等）が設けてあり、適宜、開閉操作を行って、アリーナ１への通風を切
り替えることができるように構成されている。
【００３１】
　当該サッカー場Ｋによれば、アリーナ１の周りに間隔をあけて配置された複数の連通路
７を通して、サッカー場Ｋの周囲Ｒと、アリーナ１との充分な通風が可能となり、アリー
ナ１の全域を対象とした通風環境が得られる。
　従って、アリーナ１の全域に植栽されている天然芝の光合成を促進できる好ましい生育
環境を整備することができる。
【００３２】
　また、空間の有効利用によって、連通路７の設置に伴う居室６の延床面積の減少を防止
でき、居室ゾーンとしての機能の低下を招かずに、複数の連通路７を確保することが可能
となった。
　更には、周囲Ｒの地表面Ｇに合わせた構造を採用したことで、複雑な根切り工事を実施
せずに、短時間に且つ経済的に建設を進めることができるようになった。
【００３３】
　また、当該実施形態のサッカー場Ｋにおいては、図４～６に示すように、居室６の平面
配置として、各居室６を機能別にまとめた平面配置を行うことで、より使い易いものにし
ている。
【００３４】
　図４は、１階平面図を示し、メインスタンド構造部Ｓ１には、試合運営に係る居室６を
まとめて配置した「試合運営エリアＡ１」が設けられ、南側の一般スタンド構造部Ｓ２に
は、当該サッカー場Ｋに係るクラブチームの居室６をまとめて配置した「クラブハウスエ
リアＡ２」が設けられている。
　尚、試合運営エリアＡ１の内、一部、連通路７Ａと重複する部分Ａ１ａに関しては、選
手のウォームアップに使用できる空間として構成してあり、連通路７Ａの通風を許容でき
るように構成してある。
【００３５】
　図５は、２階平面図を示し、メインスタンド構造部Ｓ１には、メディアに係る居室６を
まとめて配置した「メディアエリアＡ３」や、サッカー場Ｋに従事するスタッフに係る居
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室６をまとめて配置した「スタッフエリアＡ４」や、サッカー場Ｋやサッカーに係る資料
の展示や販売等が実施される「ミュージアムエリアＡ５」が設けられ、南側の一般スタン
ド構造部Ｓ２には、１階と同様に「クラブハウスエリアＡ２」が設けられている。
【００３６】
　図６は、３階平面図を示し、３階部分が、外部からサッカー場Ｋへの出入口階となるよ
うに構成してあり、サッカー場Ｋの全周にわたって周回できる「コンコースエリアＡ６」
が設けてある。この周回路に面して、多数の店舗等の居室６が設けられている。
　また、周回路のアリーナ１側の内周部には、車椅子に乗車したまま観戦ができる車椅子
席Ａ６ａが多数設けられており、サッカー場Ｋに入場してからの車椅子の移動を最小限に
できるように考慮されている。
【００３７】
　また、「その他の居室エリアＡ７」は、例えば、便所等として使用できる（図５、図６
参照）。
【００３８】
　　〔別実施形態〕
　以下に他の実施の形態を説明する。
【００３９】
〈１〉　アリーナ１やスタンド２や屋根部３の形状は、適宜変更することが可能である。
　従って、競技場Ｋ全体としても、平面形状が矩形形状に限るものではなく、正方形形状
や、４角形以外の多角形形状であったり、円弧を組み合わせた形状であってもよい。
【００４０】
〈２〉　連通路７は、先の実施形態で説明した形状や数や仕様に限るものではなく、適宜
変更することが可能である。
　また、連通路７とアリーナ１とスタンド２Ａの外方の地表面Ｇとが同じレベルに形成し
てあることに限らず、それら三つの内の何れか二つが同じレベルであったり、それぞれが
異なったレベルとして形成してあってもよい。
　また、連通路７は、略水平状態に形成してあることに限らず、傾斜状態に形成してあっ
てもよい。
　例えば、図７に示すように、地表面Ｇとそれより低いアリーナ１とにわたって下り勾配
の連通路７が設けてあったり、図８に示すように、地表面Ｇとそれより高いアリーナ１と
にわたって上り勾配の連通路７が設けてあってもよい。
【００４１】
〈３〉　連通路７に、通気を促進する送風装置を備えてあってもよい。その場合、アリー
ナ１に対する給気側の連通路７と排気側の連通路７とで、送風装置の送風方向を、一連の
動線上で揃うように制御することが好ましい。
【００４２】
〈４〉　競技場Ｋの方位や、スタンド構造部２におけるメインスタンド構造部Ｓ１の配置
、及び、スタンド構造部２における連通路７や居室６や駐車場５の配置は、先の実施形態
で説明したものに限るものではなく、適宜、変更が可能である。
【００４３】
　尚、上述のように、図面との対照を便利にするために符号を記したが、該記入により本
発明は添付図面の構成に限定されるものではない。また、本発明の要旨を逸脱しない範囲
において、種々なる態様で実施し得ることは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　当該発明の競技場Ｋは、サッカー場に限るものではなく、例えば、陸上競技場やラグビ
ーや野球場等の競技場にも利用できる。
【符号の説明】
【００４５】
　１　　　アリーナ
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　２Ａ　　観客席（スタンドに相当）
　６　　　居室
　７　　　連通路
　Ｇ　　　地表面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】
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